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較 した場合いずれの数値 も高値を示 した (p-

0.037).直前のCT ･MRlで病変が指摘された41

件の内訳は (重複含む),リンパ節 18件 (PET正

診率94.4%,以下同様),腹腔内ま1倖 (90.90/a),

肝 7件 (loo‰),子宮 書腔5件 摘0.0%),肺5

病変が指摘 されなかった14件の PET正診率は

71.40/Oであり,PETで腸間膜 ･腹膜病変を同定可

能であったケースを2倖認めた.

【結論】PET ･PET-CTによる診断では,

CT ･MRI検査と比較した場合に,時に偽陽性減

少に寄与するものと考えられた. またPET ･

PET-CT検査は,CT ･MRIでは検出国難な腹

膜 ･ 腸 間 膜 病 変 を拾い 上げる際に有用である可能

性 が 示唆された.

19 当科におけるRI法単独による乳癌センチネ

ルリンパ節生検 (SIJNB)の検討
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2001-2008年でSLNB目的にリンフォシンチ

グラフィを施行した乳癌症例1497例を対象とし,

艮王法単独での精度と長期成績を検討 した.術前化

学療法症例 (NA仁)113例も含む.平均年齢 53

歳,観察期間中敷櫨43M 拍-95M).

【結果】SLNBのみでの終 了症例は ま008例

(67.3%),腹蔵リンパ節郭清 (Ax)移行例は489

捌 く32.7%).Ax移行例は①リンフォシンチグラ

フィでhotnodeの描出なしが102例②術中同産

不能が54症例③病理迅速診断で転移陽性が273

例,その他43例.①と②の倉紬 ま156例で,轟の

閲定率は89.6%であるが,前期と後期では85%,

940/Oと後期4年間で改革がみられた. (NAC症

例の晶の同産率は77,8%で,奏功率別でみるとタ

C-CR90.3%,PR77.8%,SD68.8%,PD42.9%

であった.)偽陰性率は5.7%,non-SLNにのみ

転移陽性 2ま例 (2%)で,SLNBの長期成績は,

同機膳蘭のみの再発が5例 (0.49%),遠隔転移

が32例 (3,10/a)であった.
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【目的】本ダル-プに登録された80歳以上肺癌

手術例につき,術後合併症と成績につき検討した.

持寸象】2001年から2008年までに,本グル-プ

に登録された肺癌手術例 5119例のうち,手術時

年齢が80歳以上であった401例を対象とした.

男性 271例,女性 130例で,年齢は80-92歳

(中東値81),術式は薬切247例,区切45例,部切

10射乳 試験開胸4例であった.病理病期は,0期

2,Ⅰ期328,Ⅲ期27,m期41,Ⅳ期3例であった,

【結果】手術死亡は1例 (0.24%),捌 完死亡は

4例 (1%)で,死因は肺炎3,呼吸不全1,脳梗

塞 1例であった.術後合併症は,80例 (20%)に

発生した.内容は,肺漏,不整脈,肺炎,詣妾,秤

吸不全,気管支癌,気管支職息発作,イレウス,間

質性肺炎,低酸素血症などが多かった,術後5生

準は54.1%であった

【結語】80歳以上の高齢者肺癌手術は,合併症

発生率はやや高いが,その治療成績はほぼ満足で

きるものであった.

21 食道痛術後骨転移症例の検討
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【背景と目的】食道癌術 後 血 行惟 再発 は リンパ

行性再発と比較しで予後不良で あ るが,転移臓器
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別に検討した報告は少ない.本研究で骨転移症例

の臨床病理学的特徴と予後について明らかにす

る.

【対象と方法】2000年1月から食道癌根治切除

後に初発再発として骨転移をきたした11例を後

方視的に検討した.
【結果】食道癌の病期はStageII3例,StageⅢ

5例,StageⅣ3例で,3例に壁内転移を認めた 7
例が術後1年以内に再発し無病生存期間中央値は

9.6か月であった.6例が単発,5例が多発であり,

部位は脊椎が6例,肋骨了静盤,その他が3例ず

つであった.他臓器転移を同時性2例,異時性7

例に認めた.再発後治療は切除3例,化学療法2

例,化学放射線療法,放射線治療は1例ずつであ

った.再発後生存期間中央値は4.8か札 1年生存

率20.50/Oであり,肺転移 洞 14.7か月･50.30/a)

と比較して有意に予後不良であった (p-0.004).

E結語】食道癌根治切除後初発再発が骨転移の

症例は治療抵抗性で予後不良である.
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【背景】TS-1は胃癌治療に中心的な役割を果

たしている新規抗がん剤である.

【対象】2000年4月から2010年6月まで当科で

TS-1を授与した胃癌 101名 (高度進行 ･再発

68名,術前7名,補助化学療法25名,その他 1

名).投与法ごとの治療成績をretrospectiveに解

析した.

【結果】高度進行 ･再発例では泰効率は41%で,

治療成功期間の中央値は182日で,全生存期間の

中央値は375日であった.2次治療は 37名

(62%)に行なわれパクリタキセル療法が最多31
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塞 (46%)であった.13名がサルベ-ン切除対

象となった.術後補助療法では1年以上授与の治

療完遂例は17名 (680/a)であった.投与中の再

発は2名,投与完γ後の再発は4名であった.

【結語】当科での高度進行 ･雨風 術後補助療法

におけるTSll持Fj-の.成績は過去の報告と -敢

する.今後は術前投与-の予後に関する有効性のデ

ータの蓄積が必要である.
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【背景】DOC,CDDP,S-1の3剤併用による

DCS療法は商い抗魔境効果を有し,進行胃癌治

療としての有用性が期待されている.当院での

DCS療法の経験からその効果と安全性について

検討を行った.

E対象 ･方法】対象はT3,T4,bu豆kyN2もしく

はstageⅣ症例 12例で,毒性の軽減を期待し金

沢大学レジメン (分割DCS療法)を採用した.

監結果】12例の進行度はStageⅢÅ5例,ⅢB2
例,Ⅳ5例であった.NAC症例では原則的に2コ

-ズ後に手術を施行した.G3/4の副作用は8例

に認め,好中球減少7例,食欲不振l例,口内炎1

例 (重複例あり)であった.2コース以上施行し

た症例8例での治療効果判定ではCRl例,PR6

例,SDl例であり奏効率は87.50/Oであった.手
術を施行された6例のうち原発巣の組織学的効果

判定はGrade32例,Grade23例 ,Grede1l例

であった.

瞳 語】分割DCS療法は高率に好中球減少の副

作用を認めるものの高い腫療効果が得られ 高度

進行胃癌に対する有用な治療法であることが示唆

された.


